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私の街で見つけた
やさしさ

　私が調査をした場所は、阪神電車の阪神な
んば線にある福駅です。この駅は、私が小さ
い頃から今でもずっと使い続けている、とて
もお世話になっている駅です。だからこそ、
この駅にはどのような「やさしさ」があるの
か気になったので調べてみることにしました。
　最初に、駅の入口付近を調べました。きっ
ぷ売り場には、券売機の隣に点字運賃表があ
ります（写真１）。これは目の不自由な方の
ために、点字による運賃表示が行われていま
す。これにより、目の不自由な方でも分かる
ようになっています。改札口では、一番端に
ある改札の幅が広くなっています（写真２）。
車いすを使用されている方や、大きな荷物を
持っている方、お子様連れの方やベビーカー
を押されている方などが通りやすくなるよう
にされています。また、触知図式案内板が設
置されており、目の不自由な方に、点字等に
より駅の構内図を表示できるようになってい
ます（写真３）。
　次はホーム内を調べました。難波方面行の
ホームでは、改札を抜けるとホームに上がる
ためのスロープがあります（写真４）。反対
の尼崎方面行のホームでは、改札口が上にあ
るので、そこに行くまでにスロープがありま
す。階段を使えない人のために誰でも上がり
やすいように設置されています。また、福駅
はほかの駅と違い高架化されていないので、
エスカレーターやエレベーターがありませ
ん。でも現在、高架化への工事が行われてい
るので、今後できるかもしれないです。

　次に、誘導・警告ブロックが設置されてい
ます（写真５）。黄色い線は、目の不自由な
方の重要な誘導案内設備となっています。目
の不自由な方が白杖などでブロックにある突
起をたよりに、進んだり止まったりすること
ができます。ホームから転落することがない
ように、大変重要な役目を果たしています。
私たちは、普通にブロックの上に荷物を置い
たり、立ったりしてしまって、せっかくの安
全を守ろうとしている「やさしさ」を消して
しまっているので、気を付けて、行動を改め
ていかないといけないと感じました。
　最後に、トイレについてです。トイレは、
バリアフリートイレになっており、両ホーム
に設置されています。以前までは、片方のホー
ムにしかトイレがない状態で、行きたくても
いけませんでした。それをふまえると今はも
う片方にも設置され、「やさしさ」が増えた
なと実感しました。バリアフリートイレは入
口が大きいので車いすの方でも入りやすく、
扉がスライド式で開きやすくなっています
（写真６・７）。身体が不自由な方や乳児など
のお子様連れの方でも使いやすいように対応
されています。
　私は、この調査を通して、駅にはたくさん
の人の思いが詰まった「やさしさ」があると
感じました。「やさしさ」があるからこそ人々
は生活できるし、生きていけると実感しまし
た。私は、これから困っている人がいたら自
ら「やさしさ」を表せる人間になり、「やさ
しさ」であふれる大阪市にしたいです。
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写真１　点字運賃表
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